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Research Regarding Educational Consultation Support Services for Junior High
School Students - Relationship between Personality Traits and Help-Seeking Skills
for Teachers-

Daiju IWATAKI"' and Hirofumi YAMAZAKI™ "

Abstract:
to prevent the students from entering a maladaptive condition if appropriate requests for assistance can be made to

In cases in which junior high school students are unable to solve a problem by themselves, it is possible

surrounding supporters. Therefore, from the viewpoint of preventing maladaptation to school, teachers were raised as
an element of support within school life, and the skill of junior high school students to request assistance from
teachers was made the focus of this research. Furthermore, particular emphasis was placed upon individual traits of
students within the process of requesting assistance, and the relationship between the skill of requesting assistance
and personality traits was examined for 562 junior high school students by using the "Big Five", a personality test
that has become prevalent in recent years. Results demonstrated the contribution towards the skill of requesting
assistance made by the traits of "agreeableness", or the desire to help others, and "intelligence", or the trait which

makes it possible to undertake various measures in an effort to solve a problem. Students who scored high in the

categories of "agreeableness" and "intelligence" also showed high scores in the three skills for help-seeking.
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Table. 6 A result of multiple regression analysis on Help-seeking Skills(grade)
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Table. 7 Mean scores and standard deviations (in High and Low group of Big-Five personality ) of Help-Seeking Skills and results of one-
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	表紙デザイン：東京海洋大学海洋科学部助教授　日臺　晴子
	[最終講義]
	統計的推論―基礎と資源解析から―
	東京海洋大学　名誉教授　山田　作太郎
	Statistical Inference―From Its Basis and Fish Population Analysis ―
	Sakutaro YAMADA
	0. 本報告は筆者に与えられた最終講義，統計的推論―基礎と資源解析から―，の再録である。
	1. 論理と解釈―統計の基礎から―
	初等統計学を教えていて，時々"教えにくいなあ"と思うところがある。歴史的にはそれらがどのように考えられてきた のか，少し紹介したい。
	まず区間推定から。 を正規母集団 からのランダムサンプルとし， は簡単のため既知としよ う。
	（１）
	から， の信頼係数９５％の信頼区間は
	（２）
	で与えられる。この時 なる観測値を（２）に"代入"して作られた区間
	（３）
	は を含んでいるのだろうか？
	　歴史的には，Fisher と　Neymanの間で，ここでの区間推定や，次に紹介する"仮説検定"に関して論争があった。Neyman は確率の頻度説の下...
	　FisherとNeymanは確率の理解に違いがあったが，それをのぞいても，上記の問題は"数学の理論を応用するにあたっ ては，数学的な論理で押...
	仮説検定は歴史的には最初有意性検定として現れた。それは，"データと整合的でない（帰無）仮説を（一定の水準で） 棄却する"ことを目的としたものである。データと仮説の非整合性は 値，
	（４）
	で測る。一定の水準としてFisherは５％を用いた。有意性検定は，対立仮説が不要でありデータに基づく判断であるが， 検定（統計量）の選...
	この後Neymanの資源解析に関した研究を紹介し，また私自身の数理統計学の研究についてこれも簡単に紹介した。
	2. 不完全データの持つ情報―資源解析から―
	水産資源の変動様式はその生残，成長，再生産を通して記述される。資源解析の研究を難しくしている最大の原因は資源 量の観測値がとれな...
	上に述べた観測の難しさから，"不完全なデータ"でもって資源解析はなされる場合が多い事になる。
	若い時から，"不完全データはどのような情報をどのくらい失っているのか，逆にどのくらいの情報は所持しているのか "という問題には関心...
	資源解析にとって資源の直接推定は漁業データに依存せず，また資源変動のモデルをも用いないで資源量を推定すると言 う点で，また比較的...
	各観測ステーションにおける魚（卵，貝）の数 は負の二項分布 にしたがうとし，平均 を推定する問 題を考えよう。 の時，サンプリング法がＣＳの時は，観測される は二項分布
	（５）
	に従うとする。一方 ＰＡＳによる観測 は値１＝存在，０＝いない　を取り，
	（６）
	を満たすとする。
	　観測モデル（５），（６）を， の推論に関して比較するために，サンプラーの性能を揃えておく必要がある：
	（７）
	を仮定する。この時
	（Ａ）各サンプリング法に基づく観測１個が， に関して持っている平均情報量は，Fisher情報量で測ると
	（８）
	が成立し，予想どおりＣＳの方がＰＡＳより多くの情報を含む。
	しかし，ＰＡＳの方がＣＳより観測費用が安いので，ＰＡＳの観測ステーション数を増して推測精度を高めうることが 期待される。全部 個の観測ステーションがあり，そのうち 個はＰＡＳの 個はＣＳに当てられるとしよう。す ると，
	（Ｂ） をみたす（ただひとつの） が存在し， なるすべての に対して
	（９）
	が成立し，このを具体的に書き下す事が出来る。（９）で は平均2乗誤差， は 個のＰＡＳによる観測に基 づくの最尤推定量を表す。
	　一方観測費用に関する考察をすると別の知見が得られる。 はそれぞれＰＡＳ，ＣＳを１標本抽出単位実施するの にかかる費用とし， とする。観測のための総予算 は を満たすとする。 のそれぞれのサンプ リング法からの最尤推定量の観測個数による重み付き平均
	　　　　
	のＭＳＥを最小にする は
	　　　　　
	で与えられ，この値が より大きいための必要十分条件は である。
	　以上はすべて条件（７）の下でのものである。この条件をはずせばいろいろなことが考えられるが，それは省略する。
	（参考文献）





	衛星航法研究のメッカに
	東京海洋大学　名誉教授 大学院海洋科学技術研究科　特任教授　安田　明生
	To a Mecca of Satellite Navigation Research
	Akio YASUDA
	はじめに
	私の研究のスタートは1965年，卒業研究として気体中の放電現象においてブレークダウンに至る前の現象の解明でした。 放電研究の発展とし...
	1996年に日本航海学会のGPSシンポジウムを企画し，翌1997年にはシンポジウムを開催するために日本航海学会にGPS 研究会を立ち上げ，毎年1...
	我が国におけるGPSの研究は1990年頃より，地殻変動のモニタや測地・測量関係で始まり，高価な受信機が公的研究機 関や理学系の大学研究室...
	さて，現在のテーマに関連して，世界の衛星測位システムとしては米国のGPSのみならず，ロシアのGLONASS衛星が 活動し，欧州連合がGalileo...
	GPSの概要と近代化の方向14)

	GPSは米軍により開発された最新の電波航法システムで，勿論，兵器として誕生した。開発は1970年代に始まり，実験 運用が始まった1980年代...
	その後2000年5月には精度劣化操作(SA : Selective Availabilityと呼ばれた)が取り止められ，それ以来，10数メートルの 精度の測位が保証...
	また余り気付かれてないが，携帯電話の基地局の時刻同期に用いられ，効率良い通信に不可欠のものとなっているし，遠 隔地間の時刻同期ツ...
	GPS（米国）
	GLONASS（ロシア）
	Galileo（欧州連合）
	Compass（中国）
	衛星機数
	２４機
	（４機×6軌道面）
	２４機
	（8機×3軌道面）
	30機
	（10機×3軌道面）
	MEO　30機
	GEO　　5機
	現行衛星数
	３１
	１３
	試験衛星１
	GEO ４，MEO １
	設計寿命
	7.5年
	7年
	軌道半径
	26,561km
	25,510km
	29,980km
	27,927km
	周回周期
	12恒星時間
	（約11時間58分2秒）
	11時間15分40秒
	14時間21分36秒
	12時間53分20秒
	軌道傾斜角
	55°
	64.8°
	56°
	搬送波周波数
	L1=1,575.42MHz （10.23MHz×154）
	L2=1,227.6MHz （10.23MHz×120）
	L5=1,176.45MHz
	（10.23MHz×115）
	G1=1602+K×
	0.5625MHz
	G2=1246+K×
	0.4375MHz
	K=-7〜24
	E1=1575.42MHz
	E5=1191.795MHz
	E6=1278.75MHz
	C1=5019.861MHz
	B1=1561.098MHz
	B1-2=1589.742MHz
	B2=1207.14MHz
	B3=1268.52MHz
	測距信号（民生用の み）
	L1C/A：code 1023　 chip rate：１.023Mcps
	L2C：511.5kcpsTDM
	CL: Pilot 76250,
	CM:10230+50bpsデータ
	L5: code長10230,
	rate : 10.23Mcps
	G1:code 511.5, Chip rate: 1.023Mcps
	E1A:BOCcos(15,2.5)
	E1B/C:BOC(1,1)
	Data + Pilot
	E5: code 10230
	chip rate: 10.23Mcps
	E6: BOC(10,5)
	BPSK(5)
	QPSK BOC
	B1:chip rate
	2.046Mcps
	B2:chip rate
	I:2.046Mcps Q:10.23Mcps
	B3:10.23Mcps
	精度
	水平10ｍ，垂直方向 15m，時刻10ns
	5-10m
	目標：10m

	表１はGNSSの概要を示す。GPSは一日に約２回地球を周回し，同地点の上空に同じ衛星配置が日ごとに４分ずつ早まっ て現れる。軌道傾斜角55...
	GPSの近代化

	1998年3月30日，当時のゴア副大統領が2008年遅くから打ち上げ予定のブロックFからL2帯による民生コードの送 信と第３の周波数を民間用...
	2008年1月現在8機のブロックR-M衛星のうち5機が2007年12月までに打ち上げられている。L2電波には民生用の コード（L2C）が載せられてい...
	米国ではさらにこの先のGPSと呼ばれる計画を推進しており，2013年頃からの打ち上げが計画されている。ここでは ブロックF のスペクト...
	　人工衛星の寿命は，姿勢制御用の燃料に依存するといわれているが，GPSの場合は搭載原子時計の寿命によるところが 大きいようで，設計寿命の7.5年を大幅に超えて就役する衛星が多く，更新が遅れがちで，近代化の進み方も年々先延ばし になる傾向がみられる。
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